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①中学「統一テスト」は生徒の学習状況の把握するため

の「調査」であり、各市町村教育委員会や各中学校に

対して実施を強制する法的根拠をもたない。「統一テ

スト」の参加主体は各市町村教育委員会である。「統

一テスト」に参加するか否かは各市町村教育委員会の

判断であり、強制されることはない。

②「統一テスト」に参加しない市町村教育委員会では、

「統一ル－ル」は適応外となり、参加しない市町村の

各中学校調査書評定を強制的に是正させることはない。

③「統一ル－ル」はまた、中学１年生・２年生の調査書

評定に適応されるが、「統一ル－ル」に基づいて、各

中学校調査書評定が是正されたか否かを具体的に検証

することはおこなわない。また検証そのものは不可能

である。

④新中学３年の「統一テスト」が修学旅行や学校行事と

重なった場合、各学校行事が優先され、再度の「統一

テスト」は実施しない。「統一テスト」を実施できな

かった中学校の「評定範囲」は市町村教委や学校とよ

く相談して、類似のテスト等を参照して範囲を作成す

る。

⑤中学「統一テスト」結果を生徒の序列化や学校の序列

化に利用することはしないし、生徒の成績評定に利用

することは決しておこなわない。中学校が「統一テス

ト」の点数のみで評定を作成した場合は、「統一テス

ト」の実施目的に反するので厳しく指導する。

１
月
13
日
、
中
学
１
・
２
年
生
に
実
施
さ
れ
、
中

学
３
年
生
に
は
６
月
23
日
に
実
施
予
定
の
「
統
一
テ

ス
ト
」
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
）
に
つ
い
て
、
大
阪

府
教
育
委
員
会
は
、
大
阪
教
職
員
組
合
の
質
問
に
対

し
て
左
記
の
よ
う
に
回
答
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
競
争
を
強
い
る
「
統
一
テ
ス
ト
」

の
実
施
を
強
制
す
る
法
的
根
拠
は
何
ら
な
い
こ
と
を

府
教
委
自
身
認
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
不
参
加
の
場

合
「
統
一
ル
ー
ル
」
は
適
応
さ
れ
な
い
と
も
し
て
い

ま
す
。

各
地
教
委
は
、
「
統
一
テ
ス
ト
」
の
中
止
・
撤
回

を
府
教
委
に
迫
る
と
と
も
に
、
６
月
実
施
予
定
の
中

３
「
統
一
テ
ス
ト
」
に
は
、
不
参
加
を
表
明
す
べ
き

で
す
。

か
つ
て
、
橋
下
知
事
時
代
に
府
教
委
が
行
っ
た

「
府
学
力
調
査
」
に
、
和
泉
市
、
高
石
市
は
学
校
序

列
化
に
つ
な
が
る
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
も
各
地
教
委
は
そ
の
良
識
を
発
揮
す
べ
き
で
す
。


